
　

水
災
害
と
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
っ
て
河
川
が
は
ん
濫
し
た

り
下
水
が
あ
ふ
れ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

Ｑ�　

下
京
区
で
も
発
生
す
る
の
？

Ａ�　

下
京
区
内
に
は
、
鴨
川
や
西
高

瀬
川
な
ど
の
河
川
が
あ
り
、
ま
た
、

地
下
鉄
や
地
下
街
も
あ
る
た
め
水

災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
十
分

に
あ
り
ま
す
。

　

「
京
都
市
防
災
マ
ッ
プ
（
水
災

害
編
）」
を
確
認
し
、
避
難
場
所

や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。
避
難
方
法
を
確
認

し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
時

に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

京
都
市
防
災
マ
ッ
プ
は
、
京

都
市
公
式
の
Ｈ
Ｐ
「
京
都
市
情
報

館
」
で
確
認
で
き
ま
す
。

Ｑ�　

水
災
害
時
に
必
要
な
も
の
は
？

Ａ�　

非
常
用
持
出
品
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
以
下
の
も
の
を
準

備
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

①
非
常
食
品
、
飲
料
水

　

②
常
備
薬
な
ど
の
医
薬
品

～水災害への備え～
けすぞう君のＱ＆Ａ

　

③
携
帯
電
話
、
ラ
ジ
オ
な
ど

　

④
当
面
の
衣
類
、
タ
オ
ル
な
ど
の　
　

　
　

生
活
用
品

　

⑤
懐
中
電
灯

　

⑥
貴
重
品（
免
許
証
や
健
康
保
険
証

　
　

の
コ
ピ
ー
、
現
金
、
通
帳
、

　
　

印
鑑
な
ど
）

　

⑦
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
（
乳
幼
児
の

　
　

い
る
家
庭
）

　

⑧
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

　
　

（
メ
ガ
ネ
、
軍
手
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
）

�　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

積
極
的
に
情
報
を
集
め
ま
し
ょ

う
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン�

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
気
象
情
報
が

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
や
大

型
の
低
気
圧
が
近
付
い
て
い
る
時

は
、
こ
ま
め
に
気
象
情
報
や
避
難

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
す
ぐ
に
行

動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

各
家
庭
で
万
全
の
備
え
を
し
ま

し
ょ
う
！

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納

付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
期
間
の
取
り
扱
い
】

　

老
齢
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
受
給

資
格
を
判
断
す
る
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

を
計
算
す
る
と
き
は
、
年
金
額
へ
の

反
映
が
下
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

【
免
除
の
基
準
】

　

申
請
者
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
を
も
と
に
決
定

納
付
猶
予
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て

　

７
月
１
日
（
金
）か
ら
納
付
猶
予
制
度

の
対
象
が
、
50
歳
未
満
の
方
ま
で
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

【
猶
予
期
間
の
取
り
扱
い
】

　

老
齢
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給

資
格
を
判
断
す
る
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
猶
予
の
基
準
】

　

申
請
者
、
配
偶
者
の
前
年
所
得

を
も
と
に
決
定

※
い
ず
れ
の
制
度
も
、
失
業
や
被

災
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難

に
な
ら
れ
た
場
合
は
、
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
免
除
や
猶
予
が
承
認
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
日
よ
り
２
年
１
か

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
や

猶
予
を
受
け
る
期
間
と
し
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課

　
　

保
険
給
付
・
年
金
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
２
５
４
）

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
と
は
、
高
齢
の
方
や
障

害
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
月
１
～
４
回
程
度
（
各

１
時
間
半
程
度
）、
家
賃
や

公
共
料
金
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
な
ど
の
銀
行
で
の

払
い
戻
し
と
支
払
い
の
お
手

伝
い
や
、
日
常
の
困
り
ご
と

を
受
け
と
め
る
と
い
っ
た
援

助
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
こ
の
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
の
担
い
手
で
あ
る

「
生
活
支
援
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
、
受
講
の
要

件
、
研
修
の
申
し
込
み
方
法

　

５
月
13
日
に
七
条
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
プ
ロ
の
ス
タ
ン

ト
マ
ン
が
交
通
事
故
の
瞬
間
を
再
現

し
、
事
故
の
衝
撃
や
怖
さ
の
実
感
を

通
じ
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
「
ス
ケ

ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
方
式
」
と
い
う

手
法
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
同
中
学
校
の
生
徒

を
は
じ
め
、
校
下
３
小
学
校
（
七
条

・
西
大
路
・
七

条
第
三
）
の

児

童
、

保

護

者
、

地

域

の

皆
さ
ん
が
参

加

し
、

迫

真

の
ス
タ
ン
ト

に
真
剣
な
眼

差
し
を
向
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
速
40
キ
ロ
で
走
行
中
の
自
動

車
と
自
転
車
の
衝
突
を
は
じ
め
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
に
お
け
る

自
転
車
の
飛
び
出
し
事
故
や
大
型

車
の
内
輪
差
に
よ
る
巻
き
込
み
、

自
転
車
同
士
の
追
突
の
実
演
な
ど

に
、
思
わ
ず
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
事
故
が
防
げ
た
の

か
と
い
う
再
現
も
あ
り
、
交
差
点

に
お
け
る
一
時
停
止
や
前
後
左
右

の
確
認
、
左
側
通
行
な
ど
、
自
転

車
に
乗
る
機
会
の
多
い
小
・
中
学

生
に
と
っ
て
、
改
め
て
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
や
交
通
ル
ー
ル
を

再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

問　

地
域
力
推
進
室

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
１
７
０
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

歴

史

に

造

詣

の

深

い�

下
京
区
内
に
在
住
、
通

勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る

京
都
検
定
1
級
を
お
持

ち
の
方
々
に
出
題
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
の
「
梅
小
路
公
園
」
は
、

有
名
人
の
大
邸
宅
跡
!?

　

平
安
建
都
１
２
０
０

年
を
記
念
し
平
成
７
年

に
開
園
し
た
「
梅
小
路

公
園
」。
平
成
24
年
に
開

館
し
た
京
都
水
族
館
に

続
い
て
、
今
年
４
月
に

は
「
京
都
鉄
道
博
物
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
注

目
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
梅
小
路
公
園
」
が
、

あ
る
有
名
な
人
物
の
邸
宅
跡

で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
す

か
？
「
梅
小
路
公
園
」
を
整

備
す
る
際
に
行
わ
れ
た
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
で
約

２
万
６
千
坪
の
広
大
な
邸
宅

（
西
八
条
第
）
の
一
部
と
考
え

ら
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
、

京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
の

建
設
工
事
で
生
じ
た
残
土
を

盛
り
遺
構
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
造
成
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

御
所
ノ
内
本
町
に
あ
る
若

一
神
社
（
若
一
王
子
社
）
は
こ

の
「
西
八
条
第
」
の
鎮
守
社

で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ

り
ま
す
。
さ
て
、
現
在
の
梅

小
路
公
園
の
場
所
に
「
西
八

条
第
」
と
い
う
広
大
な
邸
宅

を
構
え
て
い
た
人
物
は
誰
で

し
ょ
う
か
？

①  

藤
原
道
長

②  

足
利
義
満

③  

平
清
盛

④  

菅
原
道
真

　

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
の
ほ
か
紙
面
へ
の

感
想
を
書
い
て
、
７
月
４
日

（

月

）

必

着

で
、

〒

600-

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）

下
京
区
役
所
地
域
力
推
進
室

「
謎
と
き
！
下
京
」
係
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

２
名
の
方
に
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

解
答
は
８
月
15
日
号
に
掲
載

し
ま
す
。

免除期間の免除額 年金額への反映

全額 ２分の１
４分の３ ８分の５
半額 ４分の３
４分の１ ８分の７

〈
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

交
通
事
故
の
怖
さ
を
目
の
前
で
実
感
！

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
催

全額免除以外の場合、免除後の保険料を 
納付していただく必要があります。

日常生活自立支援事業『生活支援員』を募集

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
あ
な

た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

研
修　

７
月
26
日(
火)

・
７
月

28
日(

木)

・
８
月
２
日(

火)

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

４
時
15
分

（
全
て
の
研
修
を
受
講
後
、

登
録
が
必
要
）

申
込
み　

７
月
19
日（
火
）ま
で

問　

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

（
☎
361
・
１
８
８
１
）

けでなく、人の気持ちの温かさも感じ

た」と募金活動を通じて支援の大切さ

に気付いたとのことです。メンバーの

中には、親族が熊本県や大分県に住ん

でいる生徒もおり、引き続き、他校と

も協力して募金活動を継続していく予

定です。

　義援金は日本赤十字社を通じて届け

られます。

　４月27日に下京中学校生徒会執行部

のメンバー12名が下京区役所を訪れ、

熊本地震への義援金を納付されまし

た。

　生徒会執行部による募金活動は校門

前で３日間（４月21日・22日・25日）行

われ、生徒・教員だけでなく、保護者

や地域の方々、そして通りがかった通

勤途中の方など、多くの方のご協力を

いただき、約20万円もの義援金が集ま

りました。活動中には地域の方から応

援の言葉をかけられるなど、地域が一

体となった募金活動になったというこ

とです。

　生徒会長のマリポット・アリソンさ

んは、「多くのお金が集まったというだ

熊本地震被害への義援金を受け付けました

区社協からの
お知らせ

（3）　平成28年6月15日　　第246号　　�市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版


